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２ 徳島県環境基本計画
平成25年12月の第２次徳島県環境基本計画策定以降に発生した，環境を取り巻く新しい課題に適切に対応

し，さらには，国際社会の動きも見定めつつ，令和元年７月に将来における環境の保全・創造に向けて，私
たちがなすべき方向性と施策について，「第３次徳島県環境基本計画」を改定しました。なお，計画期間は，
令和元（2019）年度から令和5年（2023）年度までの５年間としています。ただし，環境課題や社会情勢の
変化に柔軟かつ適切に対応できるよう，必要に応じて見直しを行います。

（１）第３次計画の概要
計画期間は，令和元（2019）年度から令和５（2023）年度までの５年間としています。５年間の取組の

基本コンセプトとして，持続可能な開発目標（SDGs）の考え方を取り入れた「脱炭素社会を徳島から実現!」
を掲げ，

１．気候変動に適応した持続可能な社会づくり
２．環境に配慮したエシカルなくらしづくり
３．自然・水素エネルギーを活用した脱炭素型のまちづくり
４．生物多様性が保全・継承されたふるさとづくり

の４つの重点を設定し，豊かな県民生活及び経済の持続的な成⾧を実現できる社会を目指します。
また，「１ 気候変動適応とくしま」をはじめ，６つの柱を設定し，39の重点取組をはじめとした取組を展

開していくものであります。

基本コンセプト
４つの重点戦略
1.気候変動に適応した持続可能な社会づくり
2.環境に配慮したエシカルなくらしづくり
3.自然・水素エネルギーを活用した脱炭素型のまちづくり
4.生物多様性が保全・継承されたふるさとづくり

＜取組展開の体系＞

将来像 ６つの柱 ２0の分野

１ (1) 気候変動に適応した防災・減災力の向上
気候変動適応とくしま (2) 気候変動に適応した農林水産業の振興

(3) 気候変動に適応した産業経済活動及び県民生活の安定

２ (1) 環境に配慮したエシカル消費の推進
エシカルで環境対策 (2) 環境教育・環境学習の充実

(3) 環境に配慮した持続可能な事業活動の推進

３ (1) 新次元の温室効果ガス削減
地域に根ざす (2) 自然・水素エネルギー導入の推進
自然・水素エネルギー (3) 自然・水素エネルギー関連産業の創出と振興

４ (1) 水資源、大気環境、土壌環境・地盤環境の保全
好循環社会とくしま (2) 騒音・振動・悪臭、化学物質による環境汚染の防止

(3) 資源の循環利用
(4) 平時と災害時に対応した廃棄物処理対策

５ (1) 多様な自然環境の保全とふれあいの創造
癒しの郷とくしま (2) 癒しの郷とくしまの創造

(3) 生物多様性とくしまの創造

６ (1) 県民による自主的な環境保全行動の促進
みんなでつくる環境首都 (2) 広域的な環境保全対策

(3) 開発における環境配慮の実施
(4) 環境保全に関する調査研究及び情報発信の充実

健
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で
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年度 数値 年度 数値

1-1
イベントにおけるエコカーを活用した給電に関する啓発活動の実施
数（累計）

2017年度 ４件 20件 2022年度 30件

1-2 「公的管理森林」面積の拡大（累計） 2017年度 6,152ha 8,581ha 2022年度 12,300ha

1-3 気候変動への適応に関する啓発活動の実施数（累計） 2018年度 ２件 ４件 2023年度 14件

1-4 「地域気候変動適応センター」の設置 － － 設置 2019年度 設置

2-1 「とくしま食べきるんじょ協力店」登録店舗数（累計） － － 62店舗 2022年度 90店舗

2-2 食品ロス削減の啓発活動の実施数（累計） 2017年度 11件 39件 2022年度 60件

2-3 マイ「バッグ＆ボトル」キャンペーン参加人数（累計） 2017年度 7,920人 14,951人 2022年度 12,500人

2-4 プラスチックごみ削減協力事業者数（累計） － － ９事業者 2022年度 50事業者

2-5 プラスチックごみの資源循環に積極的に取り組む市町村数 － － 21市町村 2022年度 24市町村

2-6 「とくしま環境学講座」及び「親子環境学習教室」受講者数（累計） 2017年度 2,749人 7,036人 2022年度 9,100人

2-7 新 学校版環境ＩＳＯ認証取得割合 2017年度 84.0% 86.6% 2022年度 88.0%

2-8 環境アドバイザー派遣件数（累計） 2017年度 747件 910件 2022年度 1,100件

2-9 エシカル農産物の栽培面積 2017年度 1,415ha 1,531ha 2022年度 2,122ha

3-1 県民の省エネ活動に対するインセンティブの付与（累計） 2016年度 － ５地区 2020年度 ５地区

3-2 ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ＺＥＨ）の啓発活動の実施数 2017年度 ４件 ８件 2022年度 14件

3-3 「とくしまエコパートナー」締結企業・団体数 2017年度 ５企業・団体 10企業・団体 2022年度 30企業・団体

3-4 「水素社会啓発・体験ゾーン」等での環境学習参加者数 2017年度 335人 408人 2022年度 700人

3-5 カーボン・オフセットに基づく森づくり企業・団体数（累計） 2017年度 137企業・団体 158企業・団体 2022年度 160企業・団体

3-6 業務用冷凍空調機器の管理者等に対する立入検査の実施（累計） 2016年度 10件 71件 2020年度 100件

3-7 「気候変動アワード」の表彰総数（累計） 2017年度 ２件 ５件 2022年度 16件

3-8 自然エネルギーによる電力自給率 2016年度 25.7% 29.6% 2030年度 50%

3-9
イベントにおけるエコカーを活用した給電に関する啓発活動の実施
数（累計）【再掲】

2017年度 ４件 20件 2022年度 30件

3-10 地域人材を育成する講座の受講者数 － － 38人 2022年度 年間20人

3-11 小水力発電施設整備モデル地区数（累計） － － １地区 2022年度 ４地区

4-1 水質環境基準の達成率（河川・海域） 2017年度 100% 97% 2022年度 100%

4-2 環境学習、フィールド講座の参加人数 2017年度 500人 558人 毎年 500人

１ 気候変動適応とくしま

目標値
指　　標

　環境指標
基準値

２ エシカルで環境対策

３ 地域に根ざす自然・水素エネルギー

４ 好循環社会とくしま

現状値
（令和元年度）
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